
 

○四国西南サミット災害時相互応援協定 
  

（趣旨） 

第１条 この協定は、地震等の大規模な災害時において、防災対策特に応急対策の一層の充実・強

化を図ることを目的として、四国西南サミット加盟市町村（以下「協定市町村」という。）が協

力して物資・労力等の相互応援を行うことについて定めるものとする。 

 （応援の種類） 

第２条 応援の種類は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 食糧、飲料水及び生活必需物資の供給並びにその供給に必要な資機材の提供 

(2) 被災者の救出、医療、防疫、施設の応急復旧等に必要な資機材及び物資の提供 

(3) 救援活動に必要な車両及び舟艇等の提供 

(4) 被災者を一時収容するための施設の提供 

(5) 被災児童、生徒等の一時受入 

(6) 第１号から第４号までに規定する物資等の提供に係る職員及び災害対策本部の運営に必要

な職員の派遣 

(7) 前各号に定めるもののほか特に要請があった事項 

 （応援要請の手続き） 

第３条 応援を要する市町村（以下「被災市町村」という。）は、原則として次の事項を明らかに

し、電話等による要請を行い、後日、速やかに当該事項を記載した文書を提出するものとする。 

(1) 災害の状況 

(2) 前条第１号から第３号までに掲げる応援を要請する場合にあっては、物資等の品名、企画、

数量等 

(3) 前条第４号及び第５号に掲げる応援を要請する場合にあっては、収容等の人数、被災児童、

生徒等の学年等 

(4) 前条第６号に掲げる応援を要請する場合にあっては、派遣職員の事務職、医療職、技術職、

技能職等の職種別及び人員 

(5) 応援場所及び応援場所への経路 

(6) 応援を必要とする期間 

(7) 前各号に掲げるもののほか必要な事項 

 （応援の実施） 

第４条 応援を要請された市町村は、極力これに応じ救援に努めるものとする。 

２ 被災市町村以外の協定市町村は、通信の途絶等により被災市町村と連絡が不可能である場合に

おいて、災害の事態に照らし特に緊急を要し、被災市町村が応援の要請を行ういとまがないと認

められるときは、被災市町村からの応援要請を待たないで、必要な応援を行うことができるもの

とする。この場合には、前条の要請があったものとみなす。 

 （経費の負担） 

第５条 応援に要した経費は、協定市町村が協議して別に定める。 

 （連絡責任者） 

第６条 本協定に定める事項の連絡調整の確実及び円滑を図るため、協定市町村の防災担当課長等

を連絡責任者として予め定め、災害が発生したときは、速やかに情報を相互に連絡するものとす

る。 

 （協議） 

第７条 この協定の実施に関し必要な事項及び協定に定めのない事項は、協定市町村が協議して定

めるものとする。 

 （適用） 

第８条 この協定は、締結の日から適用する。 

 （継承） 

第９条 市町村合併等に伴い構成する協定市町村に再編成があった場合は、改めて協定を締結する

までの期間は、新市町村においてこの協定を引き継ぐものとする。 

 

  この協定の締結を証するため、本書１４通を作成し、各協定市町村は記名押印の上各１通を保

管する。 
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